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筑波⼤学の⽇本語教師養成プログラム
•学⼠ •⼤学院（博⼠前期課程）



アジア・アフリカ学術基盤形成型
社会的要請に対応可能な⽇本語教師養成の拠点形成
令和2（2020）年度採択課題（⽀援期間：令和2(2020)年4⽉〜

本プロジェクトでは⽇本語教育の今後の発展が期待される中央アジアのウズベキ
スタン、カザフスタン、東南アジアのベトナム、アフリカのエジプトの⽇本語教
育研究組織と連携して、⽇本語教育スタンダードや教材、それを活⽤できる⼈材
育成に取り組みます。社会的に求められる新たな⽇本語⼈材を育成しなければな
りません。それぞれの地域が抱える将来の課題が、時間の推移や社会制度の変化
で、どの地域でも解決すべき課題となるでしょう。⽇本語教育の学習内容、学習
⽅法を⼀緒に考え、学習者が⾃律的に学ぶ仕組みを学習者に提供し、能率的な学
習⽅法を開発していきます。
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JSPS研究拠点形成事業
−アジア・アフリカ学術基盤形成型−

社会的要請に対応可能な⽇本語教師養成の拠点形成
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世界で⽇本語教育を学ぶ⼈への社会的要請
• ⽇本語教育学を学んだ先
• 近くにロールモデルがいるか。

• （他⾔語ではなく）⽇本語を選択する意味は何か。
• ⽇本語・⽇本研究を選んで，⽇本で学ぶ意味は何か。

• 修了後に（教育・研究）仲間として活躍して欲しい
• 修了後に（⽇本語教育に関わる社会・学会で）活躍して欲しい
• 学位を取って欲しい

指導教員としての期待



世界の⽇本語学科への社会的要請
•⽇系企業との結びつき
•各⼤学の中での⽇本語教育の位置づけ

•若⼿教員の育成

•様々なスキルの習得
•アカデミアとしての⾃⽴
•他の研究者との交流

⼤学教育としての期待



⾒つけたテーマ
•【教材開発】 ⼤規模授業のための⽇本語教育
•【教材開発】 ウクライナ⽀援
•【⼈材育成】 ビジネス⽇本語
•【教材開発】【⼈材育成】 観光⽇本語
•【共同研究】 研究のための⽇本語教育
•【共同研究】 実⽤的対照⾔語学



社会的背景の異なり 年齢層の⽐較
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出典 https://www.populationpyramid.net



•⽇本からの観光客に対応する⽇本語教育
の可能性

• ⽇本的なサービスとは何か
• 表現、語彙の収集
• 教材化



•現地⽇系企業との⽇本語教育の連携

• ⽇本的な情報伝達とは何か
• 情報判断⼒
• 交渉⽅法⼒



•世界的課題への向き合い⽅
• ウクライナの学⽣・難⺠への知的貢献
• A（ウクライナ⼈） ⽇本語⼒がゼロの外国
語教師

• B（カザフスタン⼈）⽇本語教育経験豊富で、
⽇本語とロシア語に堪能

• Bが⽇本語教材をロシア語に翻訳
• Aがそのロシア語をもとにウクライナ語に翻
訳

• 産物として、ウクライナ語版、ロシア語版
の教材開発



国際的連携としての⽇本語教育学の魅⼒
•国際性、選ばれる⽇本への貢献
•⽂理融合、国際ネットワークの構築と、新しい学術分野の開拓
•社会的課題、多⽂化共⽣社会の解決の先導
•具体的成果として、汎⽤的、あるいは個別的プロダクト⽣産
•対話⼒の養成、異なる背景の⼈との相互理解と信頼構築



ご清聴ありがとうございました


